
東アジア高齢者主観的幸福感の規定要因 
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「圧縮近代」ないし「半圧縮近代」を経験している東アジア（本報告では日中両国を取り上げる）の高齢者の

主観的幸福感の規定要因を研究することが、現段階の日本や中国の社会的特徴を理解するための重要な手掛かり

になるものだと認識することは、本報告の出発点である。 

本報告は EASS（2012）のデータを用い、日中両国高齢者主観幸福感の規定要因を分析するにあたって、ソー

シャルネットワークや社会活動参加を重点的に考察する分析枠組みを設計した。既存の研究成果が明らかにして

きた規定要因（例えば、健康や社会的地位など、中国では都市と農村の格差など）を検証したと同時に、本報告

は、伝統的な人間関係のありかたが中国高齢者の主観幸福感に有意に影響することに対して、日本の高齢者の主

観幸福感を有意に影響する要素としてコミュニティあるいは社会的活動参加が考えられるという発見を見出した

（表：回帰分析の結果）。 

このような発見をもとにして、高齢者の主観幸福感の規定要因からみれば、同じアジアの国でありながら、中

国社会では伝統型、日本社会では近代型、という次元の異なる影響メカニズムが存在している、と主張したい。 

上記の考察を用い、東アジアにおける「圧縮近代」ないし「半圧縮近代」の学術的な議論に加わりたい。 

表：回帰分析の結果 
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